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3 )見かけ上線形化する厳密な線形化手法を MRACS に適用し、制御対象の非線形特性を理論的に検討している。
非線形特性としては、非線形操縦特性を有する針路不安定船と解析的でない非線形要素であるラダーリミット
を取り上げ、一定旋回角速度制御のように、非線形性が強く現れる運動に対しては非線形補正項の効果が現れ、
応答特性の改善が図れることを明らかにしている o
4) 波浪によるヨーイング成分のみを除去する「最適天候調整」の設計法について検討し、提案した「最適天候調
整」は波浪によるヨーイング成分のみを除去する理想的な天候調整であることを示している。
もっとも過酷な自動機械と言われている船舶のオートパイロットに関して、実用的観点から適応制御の種々の問題
に対して、明解な解決方法を示しているo
以上のように、本論文は工学の発展に寄与するところが大きし、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認
める。
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